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保育内容の指導法、教育課程、教育の方法及び技術に関わる科目の関連性に関する一考察
養成に携わる教授者の関心がアカデミックな出身学歴の分野にあるため、保育者養成の科目として
総合性への関心は薄いと言及したうえで、「養成課程のカリキュラムは、保育者養成のために構成
されているにもかかわらず、各々の講義科目は各々まったく独立的であるかのように行われている。
―中略―どんな講義科目の担当者であろうと、保育者養成の担当者として、講義をする以上、自ら
のアカデミックな研究上の出自はそれはそれとして自らその分野を極める自由を保持しつつ、保育
者養成のカリキュラムの担当者としては、人間形成という点で他の担当科目に開かれた関心をもち、
それらの相互関係を模索する責任をもつべきなのである。しかし、現実にはこうした形での学科目
担当教師の相互のコミュニケーションは確立していない。」３）と指摘する。
小川のこの指摘は筆者らも多いに共感する点があり、本研究をはじめた始点でもある。特に近年、
本学においては能動的に学びを修めようとする学生が減少傾向にあるように思え、保育という様々
な分野から構成される学問の分野間の関連性を見出せる学生も減少しているように感じる。この課
題は学生個々の能力として捉えることもできようが、学生個々の能力に還元するならばよりよい保
育者の養成を目指し、保育者養成を通じて社会に貢献するという養成校の責務はどこにあるのであ
ろうか。科目担当者の専門性を高め、学生の各講義における理解度を高めることは勿論であるが、
同時に、分野間、科目間の関連性を科目担当者で検討し、保育という学問を総合的に捉える視点を
学生が培えるよう授業内容を整理することも、保育者養成校に求められているはずである。
2．保育者養成における今日的課題　
幼稚園教育要領において改訂のポイントになっているのが、幼児期の教育の位置づけが明確に
なったという点である。これまでにも幼稚園教育要領において「幼児期の教育は、生涯にわたる人
格形成の基礎を培う重要なものである」として、幼児期の教育の重要性は示されてきた。しかし、
教育基本法が目指す教育全体の中で、幼児期の教育が持つ意味について明確な位置づけはなされて
いなかった。平成２９年告示幼稚園教育要領では、幼稚園は「学校教育の始まり」であるとの明確な
位置づけがなされた。今回の改訂を通して、今後、幼児教育の場においては、幼児期の数年間のみ
ならず小学校以降の教育との連続性や、教育課程の再編成が課題になると言える。
このように幼児期の教育を重視するようになった背景には、ＯＥＣＤの調査などにより、幼児期
の教育の費用対効果の実態とその高さが明らかになったことがある。これにより、幼児期の教育改
革は世界的な潮流となっている。そこで改めて課題となるのが、幼児期にふさわしい生活や活動と
は何か、それらをどのように考え、計画するのかという教育方法・指導法である。乳幼児期の教育
を重視する声が高まる一方で、その教育方法・指導法が教え込みになる可能性に注意しなければな
らない。
幼児期の教育において配慮しなければならないのが、子どもの主体性を尊重することである。子
どもが自らの力で試行錯誤しながら展開できる唯一の活動であり、教育の方法とされているのが遊
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びである。しかし、遊び以外の活動においても子どもの主体性を尊重することはできる。厳密に言
うと、活動形態を「遊び」としていても、保育者の指導法によっては子どもの主体性が損なわれ、
保育者主導の教え込みになることには十分配慮しなければならない。
幼児教育の方法および技術においては、何よりも「遊びで人を育てる」ということの本質的な意
味である「子どもの主体性を尊重する保育」について理解する必要がある。その土台となるのが子
どもの発達を知ることである。更には、多くの幼児教育・保育の場において実施している一斉活動
と呼ばれる保育者主導の活動時間においても「子どもの主体性を尊重する」展開ができるというこ
とを具体的に学ぶ必要がある。
これら子どもの主体性に基づき、計画に基づく幼児教育の実践力を高めるために、幼稚園教諭免
許状の教職課程においては、指導法を教授する科目が新設された。幼児教育・保育の専門家として、
保育内容の５領域について、理論を学ぶ内容とその指導法を実践的に学ぶ内容が分かれたことは、
これからの保育者養成において課題となっている。
モデルシラバスでは、『保育指導論』について、以下の３つの到達目標を示している。
幼児期の子どもに対する教育の評価は絶対評価ではない。正常範囲内の発達過程の目安に対して
できた・できないで評価を行うことはあってはならない。幼児理解に基づき子ども一人ひとりの遊
び方や基本的生活習慣の自立、友だちとの関係に関する変化を成長として捉え、幼児一人ひとりの
評価として考えることが求められる。
保育者は、「子どもの主体性を尊重すること」を第一に考えながらも、子ども一人ひとりの行動
の理解と予想に基づき、必要な経験が積み重なることで成長につながるよう、計画的に環境を構成
しなければならない。その日・その時の充実を無視することはできないが、その場の対処・対応だ
けでは、保育者として子どもの育ちを保障することはできない。
子ども自身の遊びも、初めは小さなきっかけで始まり、そこに参加する仲間、目的や役割分担が
明確になるような保育者の援助、遊びに必要な道具や材料といった構成要素を得て、思いもよらな
いダイナミックな方向へと展開していく。保育者は、常に子どもの気付きや提案が受け入れられる
①教育方法の基礎的理論と実践を理解している。
②これからの社会を担う子どもたちに求められる資質・能力を育成するための教育方法の在り方
（主体的・対話的で深い学びの実現）など理解している。
③幼児理解に基づいた評価の基礎的な考え方を理解している。
平成２8年度幼稚園教諭の養成課程のモデルカリキュラムの開発に向けた調査研究―幼稚園教諭の
資質能力の視点から養成課程の質保証を考える―『教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活
用を含む。）』
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余白を残しながら、今ある遊びがどのように広がるのか、あるいは瞬間的に盛り上がり、消えてい
くのか、子どもが活動の中で経験していることを捉え、それらの点を線で結ぶ省察を通して、保育
を計画しなければならない。あらかじめ教授内容が詳細に定められた小学校以上の教科教育と、幼
児教育の指導法上の違いは子どもと保育者とが相互に日々の生活・保育を創り出す関係にある点で
ある。
これらの内容を具体的かつ専門的に指導し、学生が理論と実践を身に付けられるようにしていか
なければならない。そのためには、ひとつひとつの科目における専門性が重要であるが、専門的事
項の統合もまた重要となる。現状、専門的事項を学生に教授することはできても、統合までの過程
を養成校として指導している大学は少ないように思える。保育の質の向上を目指すならば、上述の
点についても、養成校として取り組むべきではないだろうか。
3．よりよい保育者養成を目指した本学の取り組み
本学では、子どもたちを育成していく為に必要な保育者としての資質を向上させているだけでは
なく、保育現場を考慮した保育実践全体を改善していくことを保育者養成校としての目的と定めて
いる。
単なる保育に関する有資格者を毎年養成するだけではなく、社会的要請から求められる子ども像
に答える保育の質を保障するとともに、その理念を保育実践の改善に置きながら現場の保育者とも
その意識を共有することで、養成校と保育現場を中心とした保育に関する共通意識を持つ共同体の
形成を目指している。
そのためには、子どもの育ちを中心とした保育を考察の基盤に置かなければならず、保育者養成
の段階においても子どもの育ちについて考察を深められるよう指導しなければならない。平成２９年
告示幼稚園教育要領、保育所保育指針、認定こども園保育 ･教育要領にも遊びの重要性が示されて
いることから、保育を展開していく際、子どもをどう見るのかというきっかけを、子どもの発達や
育ちに求めることは今後より重要な視点となっていくと考えられる。
上述の理念から、本学では以下の３つの視点を基に各科目において授業を展開することが必要で
あると考えている。
1）子どもの発達の流れを理解する
子どもの発達或いは育ちを1つの線として理解することは、重要な取り組みとなっている。とい
うのも、子育て支援の必要性が強調されている今日、保育者に求められることは、子どもの過去・
現在・未来といった発達の流れを1つの線として見ていくことで、保育者の中の子ども理解が深め
られていくと同時に、保護者支援にも繋がる要素があるためである。
なぜならば、子育ての不安は概ね現在の子どもの姿に目を奪われ、以前の姿と比較することが難
しく、これからの発達の見通しをもてないことに原因していることが多い為である。これは地域
（5）
− 59 −
保育内容の指導法、教育課程、教育の方法及び技術に関わる科目の関連性に関する一考察
余白を残しながら、今ある遊びがどのように広がるのか、あるいは瞬間的に盛り上がり、消えてい
くのか、子どもが活動の中で経験していることを捉え、それらの点を線で結ぶ省察を通して、保育
を計画しなければならない。あらかじめ教授内容が詳細に定められた小学校以上の教科教育と、幼
児教育の指導法上の違いは子どもと保育者とが相互に日々の生活・保育を創り出す関係にある点で
ある。
これらの内容を具体的かつ専門的に指導し、学生が理論と実践を身に付けられるようにしていか
なければならない。そのためには、ひとつひとつの科目における専門性が重要であるが、専門的事
項の統合もまた重要となる。現状、専門的事項を学生に教授することはできても、統合までの過程
を養成校として指導している大学は少ないように思える。保育の質の向上を目指すならば、上述の
点についても、養成校として取り組むべきではないだろうか。
3．よりよい保育者養成を目指した本学の取り組み
本学では、子どもたちを育成していく為に必要な保育者としての資質を向上させているだけでは
なく、保育現場を考慮した保育実践全体を改善していくことを保育者養成校としての目的と定めて
いる。
単なる保育に関する有資格者を毎年養成するだけではなく、社会的要請から求められる子ども像
に答える保育の質を保障するとともに、その理念を保育実践の改善に置きながら現場の保育者とも
その意識を共有することで、養成校と保育現場を中心とした保育に関する共通意識を持つ共同体の
形成を目指している。
そのためには、子どもの育ちを中心とした保育を考察の基盤に置かなければならず、保育者養成
の段階においても子どもの育ちについて考察を深められるよう指導しなければならない。平成２９年
告示幼稚園教育要領、保育所保育指針、認定こども園保育 ･教育要領にも遊びの重要性が示されて
いることから、保育を展開していく際、子どもをどう見るのかというきっかけを、子どもの発達や
育ちに求めることは今後より重要な視点となっていくと考えられる。
上述の理念から、本学では以下の３つの視点を基に各科目において授業を展開することが必要で
あると考えている。
1）子どもの発達の流れを理解する
子どもの発達或いは育ちを1つの線として理解することは、重要な取り組みとなっている。とい
うのも、子育て支援の必要性が強調されている今日、保育者に求められることは、子どもの過去・
現在・未来といった発達の流れを1つの線として見ていくことで、保育者の中の子ども理解が深め
られていくと同時に、保護者支援にも繋がる要素があるためである。
なぜならば、子育ての不安は概ね現在の子どもの姿に目を奪われ、以前の姿と比較することが難
しく、これからの発達の見通しをもてないことに原因していることが多い為である。これは地域
浅井　広・髙　　洋行・鈴木　彬子・三浦　累美・市河　勉・山本　斉・影浦　紀子・舛森　保子
− 60 −
住民との繋がりの希薄化や核家族化が進んだことにより、複数の目で子どもを見ることが出来なく
なった時勢も影響していると考えられる。そうした保護者に、保育者が現在の子どもの姿だけしか
伝えられないとなると不安は軽減されない。発達の流れの中に現在の姿を位置づけ、それ以前の姿
との違いを説明し、さらには今後の見通しを伝えられなければ保育者の役割は果たせないであろう。
そこで授業においては、学生の実習経験を生かしながら、学生が子どもの発達を線で理解できるよ
うに試みを続けている４）。
2）保育における意図を知る
保育は言うまでもなく意図的な営みである。従って子どもを単に遊ばせておけばよいのではなく、
また大人からの一方的な解釈だけで子どもを保育するものでもない。保育における意図とは、子ど
もの様子を注意深く観察でき、育ちの違いによってかかわりを変えることの出来る保育者の願いを
子どもと共に実現していく営みである。なぜなら保育目標には、概して「〜ができる」のような到
達目標ではなく、「〜に興味をもつ」「〜を楽しむ」のような方向目標であることが多いからである。
これは、いわゆる「心情、意欲、態度など」を重視するものの類であることが分かる５）。
保育者は子どもたちの生活や遊びを観察してそれぞれ個別に育っているものを確認しなければな
らない。目の前の姿だけを見ていたのでは保育にはなり得ない。そこで必要になるのが前述した子
どもの発達の流れの理解である。
例えば、かかわる子どもの過去を振り返ることで、その子どもが現在抱えている悩みのきっかけ
を知ることが出来、またなぜ現在の状態を招いたのかを論理的に説明できる情報を得ることも出来
る。また未来を見据えることで、現在の子どもの状態を改善し、良き方向に導く道しるべを見出す
ことが出来る。これを具体的な保育内容に置き換えることで保育の意図に繋がっていくと考えられ
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3）学生の学びを支える3つの支点
上記に示した保育の視点の他に学生の学びを支えるための３つの支点が本学の保育者養成理念に
は存在する。それは第1に、学生の保育者に対する心情や意欲を大切にすることである。本来子ど
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性が高くなる７）。
学生の学びを支える第３の支点は、上記第2の支点でも述べたように、現場とのギャップを解消
するために保育現場との連携を図ることにある。養成校と保育現場との関係ができていれば、それ
だけ学生は好意的に受け入れられることが多くなる。また保育現場が好意的ならば実習及び就職が
学生も自分の長所を発揮しやすくなることは容易に考えられる8）。
4．科目間連携の目的
本研究は上述の課題意識や養成の理念に基づき、各科目間における関連性について科目担当者の
実践報告や科目担当者の科目間連携に対する意識を基に分析し、科目間の連携をより図るための検
討をすることが目的である。その中でも、教職課程コアカリキュラムにあるような、多科目間にお
ける連携を検討することが重要である。しかし、本学においても、各科目担当者が他科目の授業内
容を把握し、授業内容を調整したうえで講義を実施しているとは言えない状況がある。他科目の内
容についてはシラバスで確認したり、科目担当者間で打ち合わせをしたりすることはあっても、多
科目にわたって科目担当者が授業内容を調整することはできていない。
そうした状況は、科目間連携について言及したいくつかの先行研究と同様であろう。それらは、
同じ視聴覚教材を用いることにより科目間の連携を検討した髙橋９）の研究や紙芝居制作を通じて保
育内容科目の連携を試験的に検証した神垣ら１０）の研究、学生へのアンケート調査とともに保育内容
科目「表現Ⅱ」と「図画工作Ⅱ」の合同授業を通じて科目間の連携について言及した白川ら１１）の研
究などであるが、髙橋らや神垣らの研究は2科目間の連携に留まっており、保育者養成課程におけ
る多科目間の連携という観点からすれば不十分である。また、白川らの研究は、保育内容５領域に
係る科目担当者や学生へのアンケート調査の実施に加え、実践例を通じて科目担当者による科目間
の連携の必要性を見出している。しかし、具体的な授業内容の分析には至っていない。
しかしながらこれらの研究で、科目間連携を科目担当者が意識的に実践することにより、一定の
学習効果が得られることを示唆したこと、短期大学もしくは短期大学部という限られた時間の中で、
科目間の連携を通じて学生の学習効果の向上を図ろうとした点においては評価できる。それでも、
上述したように学生が科目間における関連性を見出し、保育を総合的に学んでいることを自覚する
授業を保育者養成校として構成していくという観点においては不十分であろう。
以上のことからしても、保育者養成課程全般にわたって教育の質の向上を図るための科目間連携
のあり方について分析する必要性がある。しかし、科目間連携について分析する際に問題となるの
は、学生が科目間の関連性を見出すためのキーワードとなるものが何かである。保育者養成課程に
おいて、科目間に共通し、また保育の根底となるべきキーワードが何かを考察した際、幼稚園教育
要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領から見えてきた項目は、「子ども
の育ち」である。ここで言う子どもの育ちとは、子どもの発達過程を包含しつつも、事物の捉え方
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や志向性、人や物に対する興味関心などにも着目した包括的な子どもの成長のことを指している。
例えば、保育は「遊び」を中心とした教育活動であるものの、子どもの遊びにも子どもの育ちに
伴った過程があり、名目上同じ遊びであっても、年齢や育ちによって子どもたちの遊び方は異なる。
このことからしても、「遊び」や「生活」、「環境」といった保育において重視されるキーワードも、
子どもの育ちが土台として存在すると考えられる。
そのように保育を捉えた場合、保育者養成の段階においても、子どもの育ちに対する理解を深め
る必要があると思われる。そして、子どもの育ちを保育者養成における教授内容の軸として据える
ことにより、専門的な内容であっても、学生は子どもの育ちを中心に科目間の関連性を見出せると
考えられるのである。特に、保育内容５領域に係る科目、「保育内容総論Ⅰ」、「保育内容健康」、「保
育内容人間関係」、「保育内容環境」、「保育内容言葉」、「保育内容表現」は、保育の基盤となる科目
であり、連携を図る上で欠かすことのできない科目と言える。
したがって、本研究においては、科目間連携を分析する科目を「保育内容総論Ⅰ」、「保育内容健
康」、「保育内容人間関係」、「保育内容環境」、「保育内容言葉」、「保育内容表現」とし、科目担当者
が子どもの育ちを如何に学生に教授しているかを分析していくこととする。その上で、本学の科目
間連携について検討していく。
5．研究方法及び科目の開講時期
各科目担当者が①「子どもの育ちを捉える視点と東雲の学生が保育観を養うために教員が努力を
している点」について授業実践を整理し、自由記述によりコメントする。次に、②「各授業間の連
携や関係性をどのように意識しているか。また、その具体的な指導方法」についても科目担当者が
授業実践を整理し、自由記述によりコメントを行う。その後、コメントを基に子どもの育ちを如何
に学生に教授しているかを分析したうえで、科目間連携のあり方について検討する。
また、本学では「保育内容総論Ⅰ」、「保育内容（健康）」、「保育内容（環境）」は1年次後学期、
「保育内容（人間関係）」、「保育内容（表現）」、「保育課程総論」は2年次前学期に開講される。「保
育内容（言葉）」、「保育指導論」については2年次後学期開講である。
6．保育内容5領域に係る科目における授業実践と科目間連携に対する科目担当者の
意識
　以下は、授業実践報告として①「子どもの育ちを捉える視点と東雲の学生が保育観を養うために
教員が努力をしている点」に関する各科目担当者のコメントの一部である。
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 授業実践報告「保育内容総論Ⅰ」
初回から8回目までの授業において、幼稚園教育要領解説及び保育所保育指針解説書を使用し、
幼稚園教育、保育所保育の意義及び幼児期の特性・環境を通した保育、保育内容５領域といった
保育の基本について解説している。
その際、特に意識していることは、学生の実体験を授業内容に生かすことである。本学では、
保育内容総論Ⅰは1年次後学期の開講科目であるが、この時期に保育実習Ⅰ（保育所）が行われる。
この経験を基に学生に事例を作成させ（シ）、保育内容５領域について講義を実施していく。加えて、
実習後は事例を用いて子どもの育ちと照らし合わせながら５領域を解説している（ア）。
また、現状の保育現場においては、行事も切り離すことのできない保育の一部であるため、実
習後の学生に園の行事の取り組みについても記述させ（ス）、実習園の状況を鑑みつつも、子ども
の育ちや生活になるべく即した形で行事に取り組んでいる園を紹介し（セ）、ビデオ教材を使って
子どもの育ちに沿った行事の在り方について講義を展開している。
各科目との連携を考慮し、事例を用いた具体的な子どもの育ちを通じて、５領域や幼稚園教育、
保育所保育を伝えている。更に、子どもの発達過程やそれに伴う保育者の援助についても解説す
るよう心掛けている。
 授業実践報告「保育内容（健康）」 
幼稚園教育要領に示されている、目的、ねらいに即した授業内容になるようにシラバスを作成
している。特に、３つのねらい「（1）明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう（2）自分の
身体を十分に動かし、進んで運動しようとする（３）健康・安全な生活に必要な生活習慣や態度
を身に付ける」については、子どもの育ちの中で経験させていきたいことや、身に付けていくこ
とを学生自身もその必要性について考え、あるいは子ども時代を振り返り（ソ）ながら確認してい
る。保育者を目指す学生自身がまず幼稚園教育要領に示されている目的、ねらい、内容を理解し、
その必要性について学んでいくことが重要であると考える。
子どもの大切な活動である“遊び”については、子どもの身体機能の発達を考えながら行うこ
と、的確な助言、見守りが大切であり、子どもは楽しいから面白いから遊ぶということを意識す
るよう指導している。しかし、保育者にとっては、その楽しさの中で子どもの中で育っている成
長を見ること（イ）ができることの大切さについても話している。
さらにグループワークで健康・安全・習慣をテーマにした紙芝居を制作し、導入から発表まで
の発表を実践している。
昨今、内容で重視しているのが、幼稚園・保育園・小学校の接続についてである。小1プロブ
レム問題から各県で取り組んでいる接続プログラムについて取り上げている。
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 授業実践報告「保育内容（健康）」
子どもの育ちをどうとらえるかを講義する場合、わかりやすい事例は、お着替えができるよ
うになった、箸が使えるようになった、トイレに自分で行くことができるようになったなど（タ）、
できないものができるようになったといった様々な現象であろう。こうした現象は、講義の中で
も学生らが理解しやすい内容であるし、子どもの見えやすい能力としても理解されやすい。しか
し、この結果だけにとらわれるのではなく、一人ひとりの子ども本人の気持ちの変化などの過
程をしっかりとみておく必要がある。そして、その変化を「育ち」と捉えることが大切であると
指導している（ウ）。領域健康の授業で取り扱う運動においては、できる、できないがはっきりす
る場合が多い。運動の結果を、何回できた、何センチとべたといったような量的に評価するので
はなく、どのような動きをしているのかといった運動の「質」に着目すること（エ）が重要である。
そして、運動の結果を他の子どもと比較をするといったことをなるべく少なくし、小さな成功体
験を積み重ねることによって、子ども自身がやる気を持つ、すなわち内発的動機付けに基づいた
行動の積み重ねにより、できないものができるようになるような援助ができる保育者になること
の重要性を、授業においては強調している。
 授業実践報告「保育内容（人間関係）」
親子の出会い（胎内にいる時期から）が、特定の人とのかかわりとなり、その愛着行動が人間
関係を築く。これが人間関係から見た子どもの育ちとなる（オ）。
子どもの発達はそれぞれ個人差があり、誰一人として同じようには発達しないが、人間関係の
観点においても保育者は一人ひとりの発達の違いを知った上で、実際の子どもの姿やその育ちを
受け入れられることが重要であると指導している（カ）。また、それぞれの年齢の子どもの発達の
違いを知ることから、子どもに共通する普遍的な育ちに関する理解を持てるよう指導では心掛け
ている。発達を押さえても実際に子どもが表す姿の理想と現実の違いに迷い戸惑うことも多いた
め、子どもの行動から子どもの思いや不安さを理解し、声の掛け方などを工夫すること、更には
保育者のもつ雰囲気や考え方も影響することを教授している。そのため、保育者のかかわる姿が、
子どもの人とのかかわり方のモデルになるとも伝えている。
理論から学ぶことと実践から見える子どもの姿を結び付けることにより、より具体的な子ども
の姿が捉えられるのではないかと思われるため、講義では自身の実践を交えながら授業を展開す
る（チ）ことを心掛けている。
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 授業実践報告「保育内容（環境）」
子どもが楽しく安心して園生活を過ごすためには、子どもを取りまくさまざまな環境の要素が
十分に機能する必要がある。本科目が開講される1年次の後学期は保育実習があるため、実習後
に実習園の環境構成図の発表（ツ）をおこない、園間の環境整備の差異や共通点を確認し、保育現
場に求められる子どもたちの育ちに沿った環境像を共有できるようにしている（キ）。
一方、幼稚園教育要領や保育所保育指針における領域環境についても十分理解しておきたい。
特に両者に多く見られる「身近な」や「生活」という記述については、子どもを取りまく現実の
環境から考察する必要があるだろう。例えば、いわゆる設定保育における子どもたちの発達に沿っ
た製作活動では、子どもの日常の「生活」から出る廃品を「身近な物」として捉え、遊びへと転
用している。したがって、「保育内容（環境）」で扱う「身近な物」からの製作品も、新聞紙やペッ
トボトル、牛乳パックなどを使用する。保護者への収集依頼の想定から始まり、製作品の耐久性
や楽しさ、また年齢や発達を想定したわかりやすさなどを自分で実際に遊びながら検証する（ク）。
実習を通して実感した子どもの遊具に対する興味が、年齢や発達に応じ異なることを振りかえる
ためでもある（テ）。
そして、環境領域の段階的指導法として、製作品の製作報告書の作成をおこなう。指導案作成
に役立てるためである。また、保育学生が報告書において紹介する製作品の製作方法や遊び方の
記述から、保育環境にむける視点のあり方や、その指導方法についても考察する。
 授業実践報告「保育内容（言葉）」
保育内容（言葉）の授業の概要と目標は次の３つである。第1に、幼稚園教育要領・保育所保
育指針における領域「言葉」の目指すところについて十分理解する。第2に、子どもの言葉の育
ちを理解する。第３に、言葉遊びに実際に触れながら、子どもの言葉に関わる環境構成や保育者
の援助について考察し、指導計画作成に結びつける。
特に大切にしていることとして、言葉遊びの実践と言葉の記録ノート作成課題（ト）があげられ
る。言葉遊びは、毎回、授業のはじめ１５分程度で実践し、そのねらいと展開の仕方を体験的に学ぶ。
言葉遊びに親しむことで、言葉のもっているリズミカルな調子、おもしろさ（さまざまなルール）
や心地よさを実感することを目標としている。また、言葉遊びを学生自身が楽しむことで、言葉
への信頼と言葉で考える力、仲間とつながる力を子どもたちに育むことに繋げるとともに、言葉
から子どもの育ちを捉えていけるように（ケ）と考えている。
言葉の記録ノートは、①子どもの具体的な言葉や会話、②氏名（仮名）、③年齢、④記録日時、
⑤記録した時の様子、⑥その他を書き込むノートである。乳児の場合、言葉以前の、表情や泣き声、
指さしや身振り、沈黙を含めて記録する。記録をとり（ナ）、子どもの言葉から気づいた点をグルー
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上記の実践報告から、「子どもの育ちを捉える視点と東雲の学生が保育観を養うために教員が努
力をしている点」として、各科目担当者に共通してみられる事項は以下の2点である。
まずは、各科目に関する専門的分野から子どもの発達過程を踏まえた育ちを捉えることを解説、
指導しているということである。その点を示したのが下線部（ア）〜（サ）であるが、各科目担当
者ともそれぞれの専門的分野から、子どもがどのように育っているのかを捉えるための視点を学生
に指導していることがうかがえる。保育では、保育内容（健康）で示されているように、目に見え
て分かりやすい育ち、例えば「〇〇ができるようになった」「〇〇がまだできていない」という結
果よりも、その子どもの中での育ち、すなわち過程に着目する必要性がある。しかし、その過程は
個々により異なるとともに、日常的に行われる保育においては、日々の子どもの育ちを捉えること
が困難でもある。そのため、どうしても結果が評価の対象となりやすいのであるが、結果は成長過
程におけるある一部分にすぎず、通過点でしかない。したがって、保育者には結果以前にある過程
に着目し、過去と未来、そして現在を繋げることが子どもの育ちを捉えるために求められると考え
られる。この過程を専門的分野から丁寧に学生に指導することが、保育者養成校においては必要と
なるのであるが、本学においては、その共通認識が科目担当者間によってある程度はなされている
 授業実践報告「保育内容（表現）」
保育内容（表現）は、幼児の発達に配慮した表現活動の意義を理解し、その援助に努めること
が大きなねらいとなっている。そのためには保育者を目指す学生自らの創造性を育んでいく必要
性があるだろう。本学では、音楽と図画工作の両面から表現領域の授業を構成し、両者が一体と
なる演技の発表をもってその成果を確認している。発表される演技は、ペープサートである。幼
児の創造性を育む、実演から子どもの育ちを把握する（サ）という目的を明確化するために実演は
毎年、附属幼稚園や近隣の保育所などの子どもを招き発表するのだが、学生に過年度の製作品の
見本や演技事例を動画で紹介し、演技に応じた子どもの実際の反応を確認させている（ニ）。その後、
自分たちの演技の対象である子どもの年齢を想定し、発達に合わせたわかりやすい製作品と演技
の方法についてグループ内で話し合い、その方向性を決定していく。科目担当者は、演技におい
て楽器を使用した生演奏や歌など、音楽技能の積極的な活用を促すとともに、授業内で必ずリハー
サルを行えるようにする。その際、演技の仕上がりの状況はスマートフォンで撮影し、改善のた
めの参考にできるよう心掛けている。
プで議論する。議論を通して子どもの姿や思い、発達の様子が見えてくると同時に、保育者の子
どもの育ちを見る見方（コ）、保育観が広がる。子どもの言葉を通して、子ども理解と保育者とし
ての自己理解を深めることが目的である。
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と考えられる。
2点目としては、事例や保育実践を講義に取り入れることで、各科目への理解度を高めながらも、
子どもの育ちを捉えるための試みをしているということである。下線部（シ）〜（ニ）は、各科目
において「事例や保育実践」を授業に取り入れていることを示した箇所である。保育内容に係る科
目においては、カリキュラム上、1年の後学期からの開講となり、その時期は学外の実習が始まる
時期と重なる。そのため実習後は、学生も子どもの姿をある程度イメージすることができ、授業内
容に子どもの姿を重ねながら受講することができると考えられる。そのことを踏まえ、各科目担当
者は事例や自身の保育実践を話す、実習先での事例をレポートさせ授業においても使用する、視聴
覚教材を活用するなどの実際の子どもをイメージした授業を展開している。
上述の内容は、先に記した本学の保育者養成における理念と共通するものであり、本学の学生が
保育観を養うための教員の工夫とも言える。本学においては、非常勤講師を含め保育内容に係る授
業においては、ある程度の共通認識のもと授業が展開されるとともに、子どもの育ちを中心とした
保育という共通性から、科目間における関連性を学生が見出せる可能性がうかがえる。
以下は「各授業間の連携や関係性をどのように意識しているか。また、その具体的な指導方法」
についての科目担当者のコメントの一部である。
 「保育内容総論Ⅰ」
初回授業で行うオリエンテーションにおいて、カリキュラム上の保育内容総論Ⅰの位置づけに
ついて説明を行っている。また、保育内容５領域を解説していく際にも、保育内容総論Ⅰの位置
づけについて再度解説を行う（ア）。保育内容総論Ⅰの講義内容は多岐にわたるものであるが、よ
り専門的な内容については他科目において学びを深め、保育内容総論Ⅱにおいて理論の統合を
図っていけるよう教授している。例えば、「保育内容（表現）」では、毎年ペープサートの実演を
グループワークで実施している。子どもが表現することの根本的な意義を捉えつつも、実践を通
じて保育者の指導方法を学ぶ授業であるため（ケ）、本科目においては表現することの意義を幼稚
園教育要領などを使用して講義するとともに、その具体的事例を示している。そして、その援助
方法については、保育内容（表現）を通じて学ぶよう指導を行っている。
保育の専門的事項を学ぶ上で基礎的な科目となる保育内容総論Ⅰであるが、５領域をはじめ、
その他の科目との関連を今以上に図っていく必要性を感じている（イ）。そして、幼稚園教育要領
や保育所保育指針を基盤としながらも、学生個々の特性を発揮した保育を展開できるよう保育観
を培っていきたい。
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 「保育内容（健康）」
保育内容（健康）は、５つの領域の一つであり、５領域が関わりをもって実施されることが理
想であると考える。しかし、担当者間での意思疎通はまだ図られていないが、連携を意識して取
り組んでいる（ウ）。
他科目との連携や関連性では「体育」との関連を意識している。保育内容（健康）では、進ん
で運動することを学生自ら実践することで具体的な指導法を身につけることも可能となる。運動
指導などでは、視覚教材を使い実践している。
 「保育内容（健康）」
授業において各単元を取り扱う場合、他領域のねらいや目的などとの関連について触れるべき
であると考えている（エ）。各領域は、それぞれが単独に存在しているわけではないことは周知の
事実であり、科目担当者がそれらの関係について説明できないことは大きな問題であろう。自分
の担当教科だけでなく、保育者養成を軸とした他領域の科目内容について理解している必要があ
る（コ）。例えば、領域健康のなかの「子どもの健康と自然環境」に関する内容について、自然の
中での子どもの遊びや現代の子どもと自然のかかわり、幼児期に触れる自然についてなどに触れ
ることが考えられるが、この内容については領域健康だけにとどまらず、人間関係、環境の内容
とも関係してくる。同じ養成施設で保育者養成にあたる専任教員は、これらの各領域とのつなが
りをベースに他の領域の内容について理解すること、さらには同じ保育観を持つことや保育者養
成に対する共通理解を持つことに繋げていくことが重要である。そのために、定期的な勉強会や
研究会を持つことは大きな効果が期待できる。
 「保育内容（人間関係）」
初めての科目担当ということもあり、科目間の連携については意識していたものの、科目間の
連携や関連性を具体的にどう指導すればよいのか分からなかった（オ）。学生には人間関係を、か
かわりやすい雰囲気づくりや心の安定、話したり考えたり、嫌なこと、おもしろいと感じること
など、異なる視点で考察すると５領域すべてが含まれていることが分かると教授した。しかし、
保育科の授業において保育内容（人間関係）がどのように位置づけられ、関係づけられているの
か不明瞭な部分もあったため（サ）、子どもをいろいろな視点でとらえることが重要であると指導
するにとどまり、その具体的な方法は指導できなかった。
今後は他科目の授業内容も踏まえ、科目間の連携を図っていきたい。
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 「保育内容（環境）」
園庭や保育室を俯瞰した環境構成図の作成は、設備や遊具の配置を書き記すだけでなく、その
遊具の周囲における子どもの活動や発話を記録するためにおこなう。各実習園では、その地域の
特色を活かしながら、子どもの年齢や発達に合わせた保育環境が実現されている。そのことに気
づくためには、目の前の子どもの様子を単に追うだけではなく、環境構成というジオメトリック
な視点から子どもと環境との関係を記録していく必要があるだろう。また物理的な環境との関係
だけでなく、子ども同士のつながりや、保育者の支援や声かけなどを具体的に記録することで、
環境との密接な関係に気づくことも大切である。その記録によって環境が、保育内容の他の4領
域とも大きくかかわっていることに気づいてほしい（カ）。環境構成図の作成の際には、実習園の
主任や園長に環境への留意点を聞き取ることも課している。環境への配慮が、園の保育方針を示
すといっても過言ではないからである。
 「保育内容（言葉）」
絵本や紙芝居を上手に効果的に読めるようにすることが言葉の指導というわけではない。また、
正しい言葉遣いを指導するということでもない。「遊びを通した総合的な指導」という保育の基
本に立ち、子どもとのかかわりのなかで言葉を意識した実践を構想し、遊びのなかから言葉の視
点を取り入れた指導計画を立案していく必要がある。その意味では、保育実習、教育実習に集約
されていく内容であり、人とのかかわり「人間関係」や「環境」とのかかわりから言葉が育まれ
ることを意識的に授業のなかに盛り込んでいる（キ）。特に毎回の言葉遊びの実践のなかでしばし
ば登場するわらべうた遊びでは、仲間と一緒に取り組むことで言葉の楽しさに気がつき、季節の
植物、行事といった環境とのかかわりが欠かせないことを実感していく。また、子ども同士の具
体的な遊びの様子や、保育者とのやりとりを描いた事例を紹介し、言葉がどのように子どもの育
ちに関わっているかということを考察している。
 「保育内容（表現）」
ペープサートの場合、演技終了後は演技を観た保育科教員や助手、あるいは招待した園の保育
者から演技の感想や助言を受ける。例えば実習関連科目の担当者、他の領域の科目担当者からの
感想や意見には、音楽や図画工作的技能以外の子どもの発達や興味、あるいは発話や行動といっ
た専門性に根ざした内容があり、異なる視点からの指摘に学ぶことが多い。また助手からの感想
は、近い年齢の先輩からの助言として捉えることができ、その言葉に勇気づけられる学生も多い
のではないかと考える。そうした、様々な領域、教員からの意見を学生にフィードバックし、ペー
プサートという題材から、各科目、領域について学生が学べるよう工夫している（ク）。
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上記のコメントから、どの科目担当者も他の領域、もしくは他の科目を意識した授業を展開して
いることがうかがえる。その点については、二重下線（ア）〜（ク）で示しているが、二重下線（ウ）、
（オ）のように、科目間の連携を意識してはいるものの、具体的な指導内容としてどのように指導
すべきかを苦慮している担当者もいることが分かった。また、二重下線（ア）、（イ）、（ウ）、（オ）、（カ）
のコメントからは、科目間の連携を科目担当者も意識的に指導はしているものの、その理解度は学
生個々の理解力に任せられており、保育者養成校として更なる連携が必要であることが推察される。
そのためには、二重下線（コ）で記されるように、科目担当者が自身の担当科目以外の科目につい
ても具体的な講義内容を把握する必要性があると思われるが、二重下線（サ）のように初めて科目
担当となる教員が、個々の保育者養成校における科目の位置づけを認識し、授業内容に反映させて
いくことは容易なことではないであろう。また、二重下線（ケ）のように、科目担当者が他の科目
の講義内容を把握し関連性を指導するだけで、科目間の連携や関連性を学生が見出すことができる
かという疑問も残る。学生が他科目で扱った内容を受講科目に必ずしも生かすことができる、応用
できるとは限らないのではないだろうか。
これらのコメントからすれば、学生が科目間の関連性をどれだけ意識するかとともに、理解して
いるかを捉える必要性が今後の課題として残る。単に学生の理解力という問題にせず、教員の試み
がどれほど学生に浸透し、保育者養成に寄与しているかを探らなければならない。また同時に、授
業内容についても精査し、複数の科目担当者間において具体的な授業内容の展開を検討していかな
ければならない。教員らが一体となって保育者養成をしない限り、学生も総合的に保育を学ぶこと
は困難であると考えられるからである。
7．まとめと今後の展望
本研究においては、保育者養成課程全般にわたって教育の質の向上を図り、総合的に保育を捉え
るための科目間連携の在り方について検討することが目的であった。その方法として、「子どもの
育ち」をキーワードに各科目担当者の実践報告を分析した。また、科目担当者が科目間連携を如何
に意識しているかを検討するために、科目担当者が各科目間の連携や関係性をどのように意識して
いるかをコメントを基に分析した。
その中で、各科目担当者が科目に関する専門的分野から子どもの発達過程を踏まえた育ちを捉え
ることを解説、指導していることが明らかとなった。つまりは、子どもの育ちというキーワードを
基に、専門的分野から子どもの育ちを捉える試みをしているということである。各科目によって、「子
どもの育ち」を捉える観点は異なると推測されるが、科目担当者が共通して子どもの育ちを重視す
ることで、保育の根底には幼児理解、子どもの育ちへの理解があることを認識することに繋がると
考えられる。そして、保育者の援助が無自覚的に行われるのでなく、子どもの育ちを理解した上で
の援助であることを理解することも可能となるであろう。子どもの育ちの過程を専門的分野から丁
（16）
− 71 −
保育内容の指導法、教育課程、教育の方法及び技術に関わる科目の関連性に関する一考察
寧に学生に指導することで学生も保育の根底について理解を深められるため、学生も科目間におけ
る共通性を見出せると考えられる。そのため、保育者養成校においては分野間を繋ぐ具体的な共通
性が必要となると考えられるのだが、本学においてはその共通認識が科目担当者間によってある程
度はなされていると言える。
また、子どもの育ちを捉える具体的な手法として今回の分析から見えてきたことは、事例や保育
実践を講義に盛り込んでいるということである。実習での事例をレポートさせたり、科目担当者の
保育実践や事例を活用したり、視聴覚教材を用いるなどの方法であったが、各科目担当者が子ども
の育ちを学生に伝えるために具体的にイメージのしやすい方法で教授していることがわかった。こ
の具体的な事例が学生の幼児理解に如何に作用しているかは今後検証していく必要性があるが、少
なくとも各科目担当者が子どもの育ちを学生に意識させ、且つ具体的に指導することによって、学
生が子どもの姿をイメージしながら子どもの育ちを学ぶことができるであろう。保育では、学ばな
ければならない学術的分野が多岐にわたるため、その学びを統合していく作業が学生個々に求めら
れる。しかし、それらの分野が子どもの姿や保育現場と結びつかなければ、学生の学びが机上の空
論になり得る可能性もある。まして短期大学では、2年間という短い期間での養成が求められるた
め、理論と実践を効率的に結び付けていかなければならない。そのような状況の中、学びの基盤と
なる視点を学生の中に育むことは、教育の質の向上を図る上で保育者養成校として努めなければな
らない内容であると考えられるのである。
今回、科目担当者の様々なコメントを分析したわけであるが、ここまでの共通性を生み出してい
る要因は何かという疑問が残る。その理由について、「保育内容（健康）」を担当する教員は以下の
ように指摘している。「同じ養成施設で保育者養成にあたる専任教員は、これらの各領域とのつな
がりをベースに他の領域の内容について理解すること、さらには同じ保育観を持つことや保育者養
成に対する共通理解を持つことに繋げていくことが重要である。そのために、定期的な勉強会や研
究会を持つことは大きな効果が期待できる。」
本学では、木曜研や保育実践講座、出前講座という自主的な研究会、講座をはじめ、教育実習Ⅰ
や特例講座、免許更新講習など、様々な場面で複数の教員が意見を交換する機会がある１２）。こうし
た機会において、専門分野を超えて教員同士が保育について話し合い共通認識を形成していくこと
により、子どもの育ちを根底とした授業の展開ができているのではないかと推察される。これらの
試みは教員自身の専門性を高めるだけでなく、地域の保育者との交流を生み出し、更には保育者養
成においても効果的に作用するのであろうと考えられる。
上述のように授業外における取り組みも踏まえ、共通認識が形成されつつある部分もあるものの、
一方で、科目担当者が科目間の連携を意識しながらも、その具体的な指導方法に苦慮しているとい
う課題も示された。
全国保育士養成協議会専門委員会１３）は、佐藤学によって提唱された反省的実践家の学習モデルと
して、ダブル・ループ学習の必要性を説いている。授業内容の重複を避けるという点においては、
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や特例講座、免許更新講習など、様々な場面で複数の教員が意見を交換する機会がある１２）。こうし
た機会において、専門分野を超えて教員同士が保育について話し合い共通認識を形成していくこと
により、子どもの育ちを根底とした授業の展開ができているのではないかと推察される。これらの
試みは教員自身の専門性を高めるだけでなく、地域の保育者との交流を生み出し、更には保育者養
成においても効果的に作用するのであろうと考えられる。
上述のように授業外における取り組みも踏まえ、共通認識が形成されつつある部分もあるものの、
一方で、科目担当者が科目間の連携を意識しながらも、その具体的な指導方法に苦慮しているとい
う課題も示された。
全国保育士養成協議会専門委員会１３）は、佐藤学によって提唱された反省的実践家の学習モデルと
して、ダブル・ループ学習の必要性を説いている。授業内容の重複を避けるという点においては、
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ダブル・ループ学習は効率的ではないであろうが、ダブル・ループ学習が科目間連携を意識するた
めの装置として学生に作用する可能性はあるのではないだろうか。つまり、科目担当者間において、
重複している内容とそうではない内容を把握し合い、真に保育者養成校として学生に教授したい内
容を精査し、授業内容を構成するべきであろう。言い換えれば、保育者養成校においても大学教員
個々の専門性を確保しつつも、科目担当者間の共通理解に基づくカリキュラムマネジメントを実践
していかなければ、教育の質の向上は見込めないと感じるのである。その点においては、新たにス
タートする教職課程により定められている部分もあるものの、各保育者養成校の独自性を確保した
カリキュラムマネジメントを実施していく必要性を感じる。
具体的に言えば、保育内容「環境」で実施している環境構成図の課題を保育内容「人間関係」の
授業でも扱い、環境構成図から子どもの人間関係に関する視点を捉える試みや、保育内容「言葉」
で扱う言葉の記録ノート作成課題を保育内容「表現」の視点から捉え直すこともできるであろう。
また、保育内容総論Ⅰで扱う子どもの育ちに沿った行事のあり方についても、運動会の行事であれ
ば同時期に開講される保育内容「健康」の授業と内容を反映させあっても面白い。
授業内容以外にも、授業の開講時期や時間割など出来得る限り学生の学びを尊重したものにする
べきであるが、まずは科目間において授業内容を担当者同士が協議し、その後カリキュラムの運営
にまで検討を広げ、より良い保育者養成を行うためのカリキュラム整備を実施することが必要とな
るであろう。
最後に、今回の研究では科目担当者の授業実践や科目間連携に対する意識を基に分析を行ったが、
受講する側の学生の意識、理解度にも着目していく必要性がある。なぜなら、学生がどの程度子ど
もたちの育ちに対しての理解を深め、保育観を養って学修できているかを把握できなければ、本学
の保育者養成を評価することが難しいからである。アンケート調査やインタビューなどにより学生
の習熟度を把握しながら、教育の質の保証・向上を図るとともに、保育実践の改善を目指した保育
者養成を実践していきたい。
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